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雌 NOD マウスを specific pathogen free 条件下で飼育し，糖尿病を発症していない 2 ，.....， 3 週令 8 匹， 10"""'15 週令
10 匹を用いた。また対照には NOD マウスと同様に飼育した B10. GD マウスおよび JCL-ICR マウスを用いた。
牌島内血管構築の観察には へパリン加乳酸リンゲルでマウスを潅流した後，メタクリレート樹脂を注入し，牌臓





1) 2 ,....., 3 週令:騨臓を光顕で観察すると 勝島炎は明らかでなかった。樹脂注入標本における勝島内血管構築も対
照マウスと同時に密な血管網を形成していた。透過電顕で観察すると対照マウスにおいては勝島の毛細血管内皮
細胞は表面平滑で， fenestration は良く発達していた。しかし， NOD マウスの勝島内にはしばしば浸潤リンパ球が
認められ，そのリンパ球の近傍にある毛細血管内皮は，細胞質突起や微械毛の数が対照に比べて有意に増加して表面
は不整となっており fenestration も減少していた。






高内皮細静脈 Chigh endothelial venule) 様となっており，リンパ球が高内皮細静脈の内皮細胞を通過している像や，
血管内皮細胞自体が内腔側に立ち上がっている像も認められた。
(総括)
1 )光顕的に勝島炎が観察されない 2 ，....， 3 週令の NOD マウスの勝においても，電顕的には浸潤リンパ球が時に認め
られ，リンパ球浸潤に一致して毛細血管内皮細胞の微繊毛や細胞質突起の増加などといった毛細血管内皮細胞の形態
学的異常が存在した。




I 型糖尿病は勝島へのリンパ球浸潤により勝 β 細胞が傷害され発症すると考えられているが，発症前段階のヒト
棒組織を形態学的に観察することは困難であるO 本研究では，勝島炎にひき続き I 型糖尿病を発症するモデル動物で、
ある NOD マウスを用い勝島炎のごく初期においても毛細血管内皮細胞の形態学的異常が存在することを明らかに
した。また，糖尿病発症直前では勝島内血管構築が著しく乱れており，毛細血管後細静脈は高内皮化し，その内皮を
リンパ球が通過することを明らかにした。
本研究は， 1 型糖尿病の発症における血管病変の役割をはじめて明らかにしたものであり，発症機構の解明に貢献
するものである。よって博士(医学)の学位に値すると判断されるO
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